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適材適所の職員配置

　４月１日付で市職員 278 人（医療職を含む）の人事異動を発令。
職員一人ひとりが持てる能力を最大限発揮できる適材適所の職員配
置により、効果的・効率的な行政運営を図るとともに、市民サービ
スの向上を目指します。課長級以上の異動は次のとおりです。（　）
内は前職。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《職員課》

❖企画管理部長（産業振興部次長兼みなと振興課長）堤茂❖市民環境部長（産
業振興部長）参島肇❖保健福祉部長（医療政策室長）坪内幸久❖産業振興部長（市

教委教育振興部長）山﨑仁士❖議会事務局長（市民環境部次長兼市民相談課長）長岡照夫
❖市教委教育振興部長（市民病院事務局長）竹原和男❖市教委理事（中丹教育局総括指導
主事）塩田卓三❖市民病院事務局長（総務部管財契約課長）山口則夫

❖危機管理室長（企画管理部次長兼秘書課長）山本和人❖企画室長（行財政改
革推進室改革推進課長兼推進係長）入江秀人❖総務部次長兼財政課長（福祉部

高齢・障害福祉課長）小谷眞知子❖総務部次長兼税務課長（総務部税務課長）今安一夫
❖環境対策室長（企画室長）村田正俊❖市民環境部次長兼市民相談課長（企画管理部次長
兼職員課長）池野弘❖保健福祉部次長兼高齢・障害福祉課長（福祉部地域福祉推進課長）
森口清滋❖保健福祉部次長兼健康増進課長兼保健センター所長（危機管理室長）日置正❖
産業振興部次長兼観光商業課長（産業振興部観光商業課長）砂原由明❖建設部次長兼建設
総務課長（建設部次長兼監理課長）栢分章❖建設部次長兼国・府事業推進課長（建設部土
木課長）小島善明❖建設部次長兼土木課長（建設部都市整備課長）飯尾雅信❖下水道部次
長兼下水道建設課長（下水道部下水道建設課長）小酒学❖市教委教育振興部次長兼教育総
務課長（総務部次長兼財政課長）隍政司❖市教委生涯学習室長（市教委生涯学習室長兼中
央公民館長）石田幸照❖水道部次長兼業務課長（水道部業務課長）田中順一❖水道部次長
兼水道建設課長（水道部水道建設課長）伊藤茂❖市民病院事務局次長兼管理課長兼財務係
長（医療政策室医療政策推進課長）瀬川治

❖危機管理室危機管理・防災課長（西消防署警備１課長）蒲田正明❖危機管理
室危機管理・防災課主幹兼危機管理・防災係長（危機管理室危機管理・防災課

危機管理・防災係長）湯汲秀史❖企画室企画政策課主幹兼企画調整係長（企画室企画政策
課企画調整係長）田中昭❖企画室企画政策課付主幹舞鶴市文化事業団派遣（福祉部地域福
祉推進課社会福祉係長）浜野滋❖行財政改革推進室改革推進課長兼推進係長（産業振興
部産業振興・雇用対策課長）前羽仙圭❖企画管理部秘書課長（健康推進部保険医療課長）
笹原英昭❖企画管理部職員課長（子ども未来室子ども育成課長）川端常太❖総務部総務課
主幹兼庶務係長（企画管理部情報システム課情報管理係長）柴田和憲❖総務部管財契約課
長（総務部管財契約課主幹兼管財係長）阿部国生❖総務部管財契約課主幹兼管財係長（健
康推進部保険医療課国民健康保険係長）山下圭一❖総務部納税課主幹兼管理係長（総務部
納税課管理係長）小酒由美子❖人権啓発推進室啓発推進課主幹兼人権啓発係長（建設部監
理課主幹兼用地第２係長）小宮山昇二❖清掃事務所長（監査委員事務局次長兼監査係長）
上野和彦❖市民環境部市民課主幹兼記録係長（市民環境部市民課記録係長）岸本淳子❖加
佐分室長（赤れんが博物館主任）小東幸夫❖子ども未来室子ども支援課主幹兼少年補導セ
ンター所長兼子ども総合相談センター所長（水道部業務課主幹兼お客様係長）上野成精❖
子ども未来室子ども育成課長（加佐分室長）山口裕❖子ども未来室子ども育成課主幹兼保
育係長（子ども未来室子ども育成課保育係長）小谷裕司❖子ども未来室子ども育成課主幹
兼中保育所長（西乳児保育所長）稲葉美弥子❖保健福祉部地域福祉推進課長（健康推進部
健康増進課長兼保健センター所長）細野眞嗣❖保健福祉部地域福祉推進課主幹兼社会福祉
係長（総務部総務課主幹兼庶務係長）名内哲治❖保健福祉部高齢・障害福祉課主幹兼包括
支援センター係長（福祉部高齢・障害福祉課包括支援センター係長）山﨑浩美❖保健福祉
部介護保険課長（福祉部介護保険課主幹兼介護管理係長）伊藤和昭❖保健福祉部介護保険
課主幹兼介護給付係長（福祉部介護保険課介護給付係長）内海圭子❖保健福祉部医療政策
推進課長（市民病院事務局管理課長兼財務係長）西野和良❖保健福祉部保険医療課長（市
教委教育振興部教育総務課長）三上泰文❖保健福祉部保険医療課主幹兼徴収総括係長（健
康推進部保険医療課徴収総括係長）西村卓❖保健福祉部保険医療課付主幹後期高齢者医療
広域連合派遣（総務部総務課行政係長）森下敏宏❖安岡園長兼福祉係長（福祉部介護保険
課長）高井衛❖産業振興部産業振興・雇用対策課長（産業振興部産業振興・雇用対策課主
幹兼産業振興係長）岡野昌和❖産業振興部産業振興・雇用対策課主幹兼産業振興係長（市
教委教育振興部学校教育課学事係長）櫻井晃人❖産業振興部みなと振興課長（産業振興部
みなと振興課付主幹京都舞鶴港振興会派遣）新宮敦雄❖産業振興部みなと振興課付主幹京
都舞鶴港振興会派遣（産業振興部みなと振興課付主任京都舞鶴港振興会派遣）南部浩一❖
産業振興部観光商業課主幹兼商業振興係長（産業振興部水産課水産振興係長）河岸郁子❖
産業振興部農林課主幹兼管理係長（企画管理部職員課福利厚生係長）井本正樹❖建設部建
設総務課主幹兼総務係長（建設部都市計画課まちづくり推進係長）田中洋❖建設部建設総
務課主幹兼用地第１係長（建設部監理課用地第１係長）道林博司❖建設部国・府事業推進
課主幹兼調整係長（建設部監理課主幹兼企画調査係長）西嶋久勝❖建設部都市計画課主幹
兼公園緑地係長（建設部都市整備課公園緑地係長）大機淳一❖建設部土木課主幹兼街路係
長（建設部都市整備課主幹兼街路区画整理係長）松本泰典❖建設部建築住宅課長兼建築係
長（建設部建築住宅課主幹兼建築係長）千原明彦❖下水道部下水道建設課主幹兼計画・施
設係長（下水道部下水道建設課計画・施設係長）新谷哲也❖会計課主幹兼会計係長（会計
課会計係長）西山きく子❖議会事務局総務課主幹兼議事係長（議会事務局総務課議事係
長）藤澤努❖監査委員事務局次長兼監査係長（市民病院事務局管理課主幹兼庶務係長兼管
財係長）佐々木幸子❖市教委教育振興部教育総務課主幹兼総務係長（市教委教育振興部教
育総務課総務係長）田中英樹❖市教委教育振興部学校教育課主幹・総括指導主事（舞鶴市
立志楽小学校教頭）池田弘一❖市教委教育振興部学校教育課主幹兼学事係長（建設部監理
課総務係長）井田和志❖中央公民館長（中央公民館主幹）水浦弘子❖水道部業務課主幹兼
総務係長（市教委教育振興部教育総務課管理係長）本合秀行❖水道部業務課主幹兼お客様
係長（人権啓発推進室啓発推進課主幹兼人権啓発係長）高田光穂❖水道部水道建設課主幹
兼工務係長（水道部水道建設課工務係長）大岡正之❖市民病院事務局管理課主幹兼庶務係
長兼管財係長（総務部管財契約課契約係長）有本与佐男❖東消防署警備１課長（消防本部
通信指令課指令１係長）秋保孝次❖西消防署警備１課長（危機管理室危機管理・防災課長）
山口春幸❖市民病院加佐診療所診療部長（市民病院健康管理科医長）時田威

部長級

次長級

課長級

市職員278人を異動

　

平
成
21
年
12
月
か
ら
改
築
工

事
を
進
め
て
い
た
白
糸
中
学
校

の
新
校
舎
が
完
成
。
３
月
20
日
、

新
校
舎
が
お
披
露
目
さ
れ
、
地

域
住
民
や
同
校
の
生
徒
ら
の
参

加
の
も
と
、
定
礎
式
や
記
念
碑

除
幕
式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、

20
日
・
21
日
に
新
校
舎
と
旧
校

白
糸
中
新
校
舎
が
お
披
露
目

学
校
林
を
使
用
、
温
か
み
の
あ
る
内
装
に

舎
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、
地

域
住
民
や
同
校
の
卒
業
生
ら
は
、

真
新
し
い
建
物
を
満
喫
す
る
と

と
も
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
旧

校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
、
53
年
前
に
当
時

の
生
徒
ら
が
学
校
林
と
し
て
植

え
た
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
を
壁
や
天

井
の
一
部
に
使
用
し
、
温
か
み

の
あ
る
内
装
に
仕
上
げ
た
ほ
か
、

普
通
教
室
に
は
す
べ
て
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
て
。
延

べ
床
面
積
約
８
，
０
０
０
平
方

㍍
。
総
事
業
費
は
約
24
億
円
。

　

今
後
、
旧
校
舎
の
撤
去
作
業

を
行
い
、
跡
地
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
整
備
し
ま
す
（
平
成
23
年
度

末
完
了
予
定
）。

　
　
　
　
　
　
《
教
育
総
務
課
》

　

４
月
１
日
、
公
文
名
地
区
に

永
福
保
育
園
の
新
園
舎
（
森

宏
昭
園
長
、
定
員
１
２
０
人
）

が
完
成
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉

法
人
・
永
福
福
祉
会
が
府
や
市

の
補
助
を
受
け
、
新
た
に
開
設

し
た
も
の
。
定
員
は
既
存
の
城

屋
園
舎
も
含
め
30
人
増
加
し

１
５
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
仕
事
を
持

つ
保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、
市
内
の
保
育

園
の
定
員
が
増
加
し
ま
し
た
。 　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な

ど
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

「
舞
鶴
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

（
計
画
期
間
：
平
成
23
年
度
～
25

年
度
）
を
策
定
。

　

ま
た
、
急
増
す
る
野
生
化
し

た
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
や
家
屋
な
ど
へ
の
侵
入

を
防
止
す
る
た
め
、「
舞
鶴
市
ア

ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
」（
計

画
期
間
：
23
年
度
～
32
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

▪
被
害
の
軽
減
目
標

　

い
ず
れ
も
野
生
鳥
獣
に
よ
る

被
害
金
額
（
21
年
度
→
25
年
度
）。

❖
イ
ノ
シ
シ
…
１
，
１
１
４
万

円
→
５
５
７
万
円

❖
ニ
ホ
ン
ザ
ル
…
８
１
５
万
円

→
４
０
７
万
円

❖
ニ
ホ
ン
ジ
カ
…
53
万
円

→
26
万
円

❖
ア
ラ
イ
グ
マ
…
１
７
９
万
円

→
89
万
円

▪
捕
獲
の
取
り
組
み　

❖
狩
猟

団
体
に
よ
る
わ
な
や
銃
器
で
の

捕
獲
❖
狩
猟
団
体
が
行
う
捕
獲

活
動
へ
の
補
助
❖
狩
猟
団
体
へ

の
捕
獲
お
り
の
貸
与
な
ど
。

▪
捕
獲
以
外
の
取
り
組
み　

❖

侵
入
防
止
柵
の
設
置
❖
撃
退
用

具
や
接
近
警
報
通
報
シ
ス
テ
ム

（
モ
デ
ル
地
区
の
み
）
を
活
用
し

た
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
追
い
払
い
❖

学
習
会
お
よ
び
現
地
研
修
会
の

開
催

▪
防
除
の
目
標　

市
全
域
か
ら

の
完
全
排
除
。
た
だ
し
、
当
面

は
被
害
の
軽
減
を
目
指
す
。

▪
捕
獲
の
方
法　

捕
獲
用
箱
わ

な
の
設
置

▪
そ
の
他　

❖
関
係
地
域
住
民

な
ど
へ
の
事
前
周
知
❖
捕
獲
用

箱
わ
な
の
適
切
な
管
理
❖
捕
獲

し
た
個
体
の
適
切
な
処
分
な

ど
。

【
閲
覧
で
き
ま
す
】

　

い
ず
れ
も
計
画
の
詳
細
は
、

農
林
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

農
作
物
な
ど
の
被
害
防
止
に
向
け
策
定

▲公文名地区に新たに完成した園舎

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
66
・

１
０
２
３
）
へ
。

鳥
獣
被
害
防
止
計
画

ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画

永福保育園 新園舎が完成

保育体制が充実

永
福
保
育
園
の
30
人
に
加
え
、

さ
く
ら
保
育
園
20
人
、
タ
ン

ポ
ポ
ハ
ウ
ス
20
人
の
計
70
人

増
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
全
体

で
は
計
１
，
６
２
０
人
の
受

け
入
れ
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
市
で
は
、
今
後
も
保
育

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
子
ど
も
育
成

課
（
☎
66
・
１
０
０
９
）
へ
。

鳥
獣
被
害
防
止
計
画

ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画

▲テープカットで新校舎の完成を祝う

壁や天井の一部に学校林を使用壁や天井の一部に学校林を使用


